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学生の無限の力を引き出す学習環境づくり

〜 Discover your potential〜

教材開発室と講義収録システム

■導入の背景
創価大学は、「学生第一」の教育環境と学習支援を最

大の目的として構想設計された「中央教育棟GLOBAL

SQUARE」を2013年9月オープン。

「中央教育棟GLOBAL SQUARE」

では、学生が能動的に学習し、

自身の能力を引き出すための

バックアップが積極的に行わ

れています。その一環として、

「教材開発室」と「講義自動収録シ

ステム」を整備されました。

■システムの概要
＜教材開発室＞
教材開発室は、通信教育部向けのコンテンツを作成

するためのスタジオです。

これまでの教材開発室では、教材の素材となる撮影

動画を編集用パソコンにコピーするだけでも長時間を

要し、編集、データの書き出しを含めると一つのコン

テンツの作成に膨大な時間と手間が掛かっていました。

そこで、今回、改めて教材開発室のシステムを見直し、

動画専用サーバーを設置。データコピーの時間を削減

するとともに、コピーしながらほぼリアルタイムな動

画編集を可能にしました。また、語学教材を先生が一

人でも作成できるよう録音室も整備しました。

さらに、編集業務には、同校の学生をアルバイトと

して積極的に採用することにより、学生が編集スキル

を身につけるとともに、積極的に“学習・教育”に携

わる仕組みを実現しました。

＜講義自動収録システム＞
講義自動収録システムは、先生を中心とした動画と

パソコンなどで表示している資料を組み合わせたコン

テンツの自動作成が可能です。現在、13教室に収録シ

ステムが採用されており、最大５教室の同時収録が行

えます。

基本的な運用としては、予めスケジュール登録をし

ておいた講義に対して自動で収録を開始・終了します。

自動収録にすることで、大切な講義の収録を忘れてし

まうなどの事態を防ぐとともに、教職員の手間の軽減

につながります。

収録中または収録された映像は、専用のサポートデ

スクで集中して確認、オペレーションが可能となってお

り、収録予約などのスケジ

ュール管理も行っています。

また、自動収録対象教室

以外でも、機器を持ち込め

ば収録ができる仕組みを採

用されており、それぞれの

講義を大切な財産として活

用する環境が整備されてい

ます。

■評価と今後の取り組み
＜教材開発室＞については、手間を軽減した結果、
通信教育部のコンテンツのさらなる質の向上につなが

るだろう、と評価をいただきました。

＜講義自動収録システム＞は、講義配信自体がまだ
トライアル段階ではあるものの、今後は、収録した講

義を復習に利用するだけでなく、講義映像のダイジェ

スト版を作成し、履修登録時のガイダンスビデオとし

ての活用を検討されています。

また、将来的には、オープンコースウェアとして動

画を公開することにより、グローバルな「知の共有」

を実現し、多くの人々に学びの場を提供することで、

世界に貢献できるよう計画をされています。
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